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株主優待制度の一部変更に関するお知らせ 

 

 

当社は、株主優待制度の変更について、下記のとおり決定いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 

記 

 

1. 変更の理由 

当社は、呉市交通局のバス事業の承継にともない、株主様にご利用していただいております株主優待

乗車証の制度を、一部変更することといたしました。なお、株主優待乗車証の発行基準、株主優待乗車

券および広電グループ諸施設株主ご優待割引券につきましては変更ありません。 

 

2. 変更の内容 

平成 24 年 3 月 31 日において、呉市交通局が運行していた乗合バスも、当社（広島電鉄㈱）が運行し

ていた乗合（郊外）バス路線の範囲で、｢郊外バス全線｣、｢電車・バス全線｣の株主優待乗車証が利用可

能となります。（呉市交通局が単独で運行していたバス路線の範囲は、ご利用いただけません。） 

※ 詳しくは、別添資料 別紙２「熊野・呉地区 郊外バス全線、電車・バス全線乗車証の通用範囲｣

をご覧下さい。 

 

3. 実施時期 

平成２４年４月１日より 

 

 

（参考） 

別添資料 ｢広島電鉄株主ご優待内容｣ 

以 上 



広島電鉄株主ご優待内容 

1．株主優待乗車券・乗車証 （年 2回） 

所有株式数 優待乗車券・乗車証の種別 枚数 

1,000 株以上 電車全線乗車券（1枚 1乗車有効） 4 枚 

3,000 株以上 電車全線乗車券（1枚 1乗車有効） 8 枚 

5,000 株以上 電車全線乗車券（1枚 1乗車有効） 12 枚 

7,000 株以上 電車全線乗車券（1枚 1乗車有効） 16 枚 

9,000 株以上 電車全線乗車券（1枚 1乗車有効） 20 枚 

11,000 株以上 電車全線乗車券（1枚 1乗車有効） 24 枚 

12,000 株以上 電車全線・市内バス乗車証（1名記名式） 1 枚 

24,000 株以上 

郊外バス全線乗車証 

または電車全線・市内バス乗車証（1名記名式） 
1 枚 

電車全線乗車券（1枚 1乗車有効） 12 枚 

36,000 株以上 電車・バス全線乗車証（1名記名式） 1 枚 

150,000 株以上 電車・バス全線乗車証（1名記名式・2枚目以降持参人式選択可) 2 枚 

300,000 株以上 電車・バス全線乗車証（1名記名式・2枚目以降持参人式選択可) 3 枚 

※優待乗車証は、券面に記名された方のみご使用いただけます。記名者は、原則株主様となります。 

ただし、株主様がご使用されない場合は、株主様と同居する配偶者および 2親等以内の親族、非同居の

直系卑属（子または孫）の範囲で記名者を変更し、ご利用いただけます。 

※電車全線は、市内線電車、宮島線電車とも通用いたします。 

※市内バスは、広島市内中心部を運行する自社乗合バスです。 

詳しくは別紙１「市内バス乗車証のバス通用範囲」をご覧下さい。 

※郊外バスは、広島市外地域を運行する自社乗合バスです。 

熊野・呉地区を運行するバスには利用範囲・路線に制限があります。 

（バス全線にも同様に制限がかかります。） 

詳しくは別紙２「熊野・呉地区 郊外バス、バス全線乗車証の通用範囲」をご覧下さい。 

※広島空港リムジンバスおよび米子線には通用しません。 

2．広電グループ諸施設株主ご優待割引 （年 2回） 

1,000 株以上 広電グループ諸施設株主ご優待割引券（1セット） 

3．自社指定商品（年 2回） 

1,000 株以上 自社指定商品（1セット） 

 

以上 



 

別紙１ 

 

市内バス乗車証のバス通用範囲 

 

 

 

・電車全線・市内バス株主優待乗車証は、広島バスセンターを起点として広島駅、横川駅前、中広二丁目、中広町、

古江（広島学院入口）、柞木および青崎二丁目までの範囲内の郊外バス路線にも通用いたします。 



 

別紙２ 

 

熊野・呉地区 郊外バス全線、電車・バス全線乗車証の通用範囲 

 

 
凡例     郊外バス 、 ※    この部分は利用できません。 

 

・呉地区～広島バスセンター間は、広島呉線（クレアライン）に限定し、阿賀駅前～広島バスセンター間に限り通用

いたします。 東のりば～阿賀駅前間は通用いたしません。 

・夢が丘入口、東明ハイツおよび熊野町役場前より呉地区側の郊外バス停留所には通用いたしません。 

 

 

 


